
40

と
づ
い
て
神
社
の
境
内
け
い
だ
い

に
お
堂
や
塔
が
建
て
ら
れ
た
り
も

し
ま
し
た
。
平
安
時
代
の
末
に
は
、
天
照
大
神

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
の
本
地
ほ
ん
じ

、

す
な
わ
ち
本
来
の
姿
は
大
日
だ
い
に
ち

如
来
に
ょ
ら
い

で
あ
る
と
か
、
八
幡
神

は
ち
ま
ん
し
ん

の
本
地
ほ
ん
じ

は
阿
弥
陀
仏

あ

み

だ

ぶ

つ

で
あ
る
と
い
う
説
が
成
立
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
「
神
仏
習
合
」
と
言
い
、
全
国

的
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

島
根
に
あ
る「
神
仏
習
合
」の

神
社
、
寺
院

島
根
で
も
、
た
と
え
ば
慶
長

け
い
ち
ょ
う
一
四
年（
一
六
〇
九
）に

杵
築
大

き
づ
き
の
お
お

社や
し
ろ（
出
雲
大
社
）を
描
い
た
「
杵
築
大
社
近
郷
絵

図
」を
見
る
と
、
境
内
け
い
だ
い

に
三
重
塔
や
鐘
撞
堂

か
ね
つ
き
ど
う

、
輪
蔵
り
ん
ぞ
う（
お
経
き
ょ
う

を
入
れ
る
蔵
）な
ど
、
仏
教
関
係
の
も
の
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
承
応

し
ょ
う
お
う
二
年（
一
六
五
三
）に
黒
沢
石
斎

く
ろ
さ
わ
せ
き
さ
い

と
い
う

儒
学
者

じ
ゅ
が
く
し
ゃ

が
書
い
た『
懐
橘
談

か
い
き
つ
だ
ん

』と
い
う
出
雲
地
方
の
旅
行

記
に
も
、
杵
築
大
社
に
は
仏
像
や
経
が
数
多
く
見
ら
れ

る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
社
殿
に
は
、「
御
正
体

み
し
ょ
う
た
い

」
と
言
わ

れ
る
鏡
に
仏
像
を
鋳
造

ち
ゅ
う
ぞ
う
し
た
も
の
が
数
多
く
懸か

け
ら
れ
て

い
た
と
あ
り
、
出
雲
大
社
も
「
神
仏
習
合
」
の
例
外
で
は

な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
杵
築
大
社
で
は
、
寛
文
か
ん
ぶ
ん

年
間（
一
六
六
一
〜

全
国
に
広
が
っ
た
「
神
仏
習
合

し
ん
ぶ
つ
し
ゅ
う
ご
う

」

島
根
県
、
と
く
に
出
雲
い
ず
も

地
方
に
は
出
雲
大
社

い
ず
も
た
い
し
ゃ

を
は
じ

め
、
古
く
て
大
き
な
神
社
が
多
く
、
島
根
を
「
神
様
の
国
」

と
思
う
人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
安
来
や
す
ぎ

市
の

清
水
寺

き
よ
み
ず
で
ら

や
平
田
ひ
ら
た

市
の
鰐
淵
寺

が
く
え
ん
じ

の
よ
う
な
、
古
く
て
大
き

な
寺
院
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
島
根
は
古
く
か
ら
、
神
も

仏
も
多
い
土
地
な
の
で
す
。

よ
く
、
神
と
仏
を
一
緒
に
す
る
と
「
ケ
ン
カ
を
す
る
」と

言
い
ま
す
。
し
か
し
島
根
が
、
神
と
仏
の
ケ
ン
カ
が
絶
え

な
い
土
地
と
し
て
有
名
だ
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
昔
の
神（
神
道
し
ん
と
う

）と
仏（
仏
教
）は
、
現
代
の
私

た
ち
が
想
像
す
る
以
上
に
仲
が
よ
か
っ
た
ら
し
い
の
で
す
。

神
道
は
日
本
古
来
か
ら
あ
り
、
仏
教
は
外
国
か
ら
来

た
も
の
な
の
で
、
仏
教
伝
来
当
時
に
は
衝
突
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
し
だ
い
に
両
者
は
混
ざ
り
あ
い
、

神
が
寺
院
の
守
り
神（
鎮
守
神

ち
ん
じ
ゅ
が
み

）と
な
っ
た
り
、
神
社
を
守

る
寺
院（
神
宮
寺

じ
ん
ぐ
う
じ

）が
建
て
ら
れ
た
り
、
神
前
に
お
け
る

読
経
ど
き
ょ
う

が
行
わ
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
考
え
が
さ
ら
に
進
ん
だ
も
の
が
、「
本
地
垂
迹
説

ほ
ん
じ
す
い
じ
ゃ
く
せ
つ

」

で
す
。「
イ
ン
ド
に
い
る
仏
や
菩
薩
が
、
日
本
で
神
に
姿
を

変
え
て
わ
れ
わ
れ
を
救
う
」と
考
え
る
も
の
で
、
こ
れ
に
も

神
社
の
仏

寺
院
の
神

＊
も
っ
と
知
り
た
い
人
の
た
め
に

●
第
１
部
「
神
マ
ツ
リ
の
原
風
景
」
に
関
す
る
も
の

野
本
寛
一
『
信
仰
環
境
論
の
試
み

神
々
の
風
景
』

白
水
社
　
一
九
九
〇
年

大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館

『
弥
生
の
神
々
ー
祭
り
の
源
流
を
探
る
ー
』

展
示
図
録
　
一
九
九
四
年

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

『
春
期
特
別
展
　
弥
生
の
祈
り
人
〜
よ
み
が
え
る
農
耕
祭
祀
〜
』

展
示
図
録
　
一
九
九
四
年

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

『
春
期
特
別
展
　
祭
と
政
ー
古
墳
時
代
の
ま
つ
り
の
か
た
ち
ー
』

展
示
図
録

一
九
九
五
年

石
野
博
信
他
『
古
墳
時
代
の
研
究
３
　
生
活
と
祭
祀
』

雄
山
閣
　
一
九
九
〇
年

岡
田
精
司
『
神
社
の
古
代
史
』大
阪
書
籍
　
一
九
八
五
年

上
田
正
昭
編
『
出
雲
の
神
々
　
神
話
と
氏
族
』筑
摩
書
房
　
一
九
八
七
年

上
田
正
昭
編
『
古
代
を
考
え
る

出
雲
』吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
三
年

千
家
尊
統
『
出
雲
大
社
』学
生
社
　
一
九
六
八
年

大
林
組
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

『
古
代
出
雲
大
社
の
復
元
　
失
わ
れ
た
か
た
ち
を
も
と
め
て
』

学
生
社
一
九
八
九
年

加
藤
義
成
『
修
訂
出
雲
国
風
土
記
参
究
』今
井
書
店
　
一
九
九
二
年

上
田
正
昭
「
古
代
の
祭
祀
と
典
礼
」『
岩
波
講
座
　
古
代
歴
史
１
』

岩
波
書
店
　
一
九
七
五
年

『
神
道
大
辞
典
』臨
川
書
店
　
一
九
六
九
年

武
井
豊
治
『
古
建
築
辞
典
』理
工
学
社
　
一
九
九
四
年

河
上
貢
「
島
根
県
の
中
世
社
寺
建
築
」

『
島
根
県
近
世
社
寺
建
築
緊
急
調
査
報
告
書
』

島
根
県
教
育
委
員
会
　
一
九
八
〇
年

石
塚
尊
俊
『
出
雲
信
仰
』雄
山
閣
　
一
九
八
六
年

上
田
常
一
『
竜
蛇
さ
ん
の
す
べ
て
』園
山
書
店
　
一
九
七
九
年

『
島
根
の
民
俗
芸
能
』島
根
県
教
育
委
員
会
　
一
九
八
九
年

『
島
根
の
祭
と
伝
統
芸
能
』（
財
）島
根
県
観
光
連
盟
　
一
九
九
四
年

石
塚
尊
俊
『
西
日
本
諸
神
楽
の
研
究
』慶
友
社
　
一
九
七
九
年

石
塚
尊
俊
『
神
去
来
』慶
友
社
　
一
九
九
五
年

石
塚
尊
俊
『
出
雲
隠
岐
の
伝
説
』第
一
法
規
　
一
九
七
七
年

島
重
海
「
第
二
編
　
神
話
の
世
界
」『
大
社
町
史
　
上
巻
』

大
社
町
　
一
九
九
一
年

倉
野
憲
司
・
武
田
吉
　
校
注

『
古
事
記
　
祝
詞
　
日
本
古
典
文
学
大
系
１
』

岩
波
書
店
　
一
九
九
三
年

坂
本
太
郎
外
　
校
注『
日
本
書
紀
　
上
』
岩
波
書
店
　
一
九
九
三
年

●
第
２
部
「
海
を
渡
っ
て
き
た
仏
」
に
関
す
る
も
の

加
藤
義
成
『
校
注
出
雲
国
風
土
記
』千
鳥
書
房

近
藤
正
『
山
陰
古
代
文
化
の
研
究
』近
藤
正
遺
稿
集
刊
行
会

前
島
己
基
『
日
本
の
古
代
遺
跡
20（
島
根
）』

保
育
社
　
一
九
八
五
年

鬼
頭
清
明
他

『
原
像
日
本
４
　
技
術
と
交
流
　
海
を
越
え
て
き
た
匠
た
ち
』

旺
文
社
　
一
九
八
八
年

坪
井
清
足
他
『
古
代
史
発
掘
９
埋
も
れ
た
宮
殿
と
寺
』

講
談
社
　
一
九
七
四
年

町
田
章
編
『
古
代
史
復
元
８
古
代
の
宮
殿
と
寺
院
』

講
談
社
　
一
九
八
九
年

河
原
由
雄
監
修
『
仏
像
の
見
方
・
見
分
け
方
百
科
』

主
婦
と
生
活
社
　
一
九
九
三
年

『
週
刊
朝
日
百
科
日
本
の
歴
史
』
朝
日
新
聞
社
一
九
八
七
年

『
島
根
の
彫
刻
　
』
島
根
県
文
化
財
愛
護
協
会
　
一
九
八
五
年

『
島
根
の
彫
刻
　
』
島
根
県
文
化
財
愛
護
協
会
　
一
九
八
五
年

西
山
杏
太
郎
監
修
『
仏
像
を
旅
す
る〔
山
陰
線
〕』

至
文
堂
　
一
九
八
九
年

『
島
根
の
文
化
財
』
島
根
県
立
博
物
館
　
一
九
九
○
年

佐
藤
知
範
『
仏
像
の
見
方
』
丙
東
社
　
一
九
九
五
年

西
村
公
朝
『
祈
り
の
造
形
』
日
本
放
送
出
版
協
会
　
一
九
八
八
年

島�

根�

日�

本�

��

ヨ
レ
遺
跡
で�

縄
文
祭
祀
が
行
わ
れ
る
。

���

荒
神
谷
遺
跡
に�

青
銅
器
が
埋
め
ら
れ
る
。

西
谷
墳
丘
墓
群
が�

造
ら
れ
る
。�

神
原
神
社
古
墳
な
ど
が�

造
ら
れ
る
。�

�

多
く
の
古
墳
や
横
穴
墓�

が
造
ら
れ
る
。�

�����������

島
根
で
の
寺
院
の
造
営

が
始
ま
る
。�

鰐
淵
寺
金
銅
製
観
音
菩

薩
立
像
な
ど
が
造
ら
れ
る
。

��『
出
雲
国
風
土
記
』が�

作
ら
れ
る
。�

「
風
土
記
」に
３
９
９
の

社
の
記
載
が
あ
る
。�

教
昊
寺
・
新
造
院
の
記
載

が
見
ら
れ
、
11
カ
寺
が

存
在
し
た
か
。�

北
陸
地
方
の
各
地
で
、

巨
木
建
築
が
建
て
ら
れ
る
。

��

鳥
取
県
稲
吉
角
田
遺
跡
で
、

土
器
に
神
殿（
？
）の
絵

が
描
か
れ
る
。�

����

鳥
取
県
長
瀬
高
浜
遺
跡

で
神
殿（
？
）と
思
わ
れ

る
建
物
が
建
て
ら
れ
る
。

��

司
馬
達
等
が
草
堂
を
営

む（
民
間
伝
承
）。�

こ
の
こ
ろ
、
私
的
に
仏

教
が
伝
わ
っ
た
か
。�

仏
教
公
伝（
上
宮
聖
徳
法

王
帝
説
ほ
か
）�

　
〃  

　
（
日
本
書
紀
）

日
本
最
初
の
本
格
的
仏

教
寺
院「
法
興
寺
（
飛
鳥

寺
）」の
造
営
が
始
ま
る
。

�����

平
城
京
が
造
ら
れ
る
。�

『
古
事
記
』が
作
ら
れ
る
。

�������『
日
本
書
記
』が�

作
ら
れ
る
。�

国
分
寺
建
立
の
詔
が
出

さ
れ
、
全
国
で
国
分
寺

の
造
営
が
始
ま
る
。�

大
仏
の
建
立
発
願
。�

平
安
京
が
造
ら
れ
る
。�

�������������

���

5
2
2
年�

��

�5
3
8
年�

�（
5
5
2
年
）

5
8
8
年�

���

7
0
0
年
　�

���

7
1
0
年�

7
1
2
年�

7
1
3
年�

���

���7
2
0
年�

�7
4
2
年�

��

7
4
3
年�

7
9
4
年�

縄
文�

 

時
代�

弥
生�

 

時
代�

古
墳�

 

時
代�

飛
鳥�

 

時
代�

奈
良�

 

時
代�

平
安�

 

時
代�

◆神マツリの原風景　　◆神を渡ってきた仏�

こ�
 

ろ�

c o l u m n

七
二
）に
は
や
ば
や
と
神
仏
分
離
政
策
が
推
し
進
め
ら
れ
、

仏
像
な
ど
仏
教
色
の
も
の
が
神
域
外
に
移
さ
れ
ま
す
。
こ

の
政
策
は
、
廃
仏
毀
釈
運
動

は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く
う
ん
ど
う（
寺
院
を
破
却
し
、
僧
侶
を

還
俗
げ
ん
ぞ
く

さ
せ
る
な
ど
の
仏
教
廃
止
運
動
）を
巻
き
起
こ
し
て

い
き
ま
す
。
こ
の
運
動
の
激
し
か
っ
た
地
域
と
し
て
明
治

初
年
の
隠
岐
お

き

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
現
在
も
壊

さ
れ
た
仏
像
や
首
の
折
ら
れ
た
石
仏
な
ど
が
多
数
残
り
、

運
動
の
激
し
さ
を
物
語
り
ま
す
。

松
江
ま
つ
え

市
の
成
相
寺

じ
ょ
う
そ
う
じ

に
は
、
二
三
体
の
神
像
が
安
置
あ
ん
ち

さ

れ
て
い
ま
す
。
笏
し
ゃ
く
を
手
に
し
た
男
神
像

お
が
み
ぞ
う

や
扇
を
手
に
し
た

女
神
像
、
さ
ら
に
お
坊
さ
ん
の
姿
を
し
た
僧
形
像

そ
う
ぎ
ょ
う
ぞ
う
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。「
お
寺
に
神
像
？
」と
い

う
疑
問
も
、
神
と
仏
の
仲
の
よ
か
っ
た
時
代
を
考
え
れ

ば
、
納
得
が
い
く
で
し
ょ
う
。
ま
た
八
束
や
つ
か

郡
鹿
島
か
し
ま

町
の

佐
太
さ

だ

神
社
に
は
、
千
手
観
音
像

せ
ん
じ
ゅ
か
ん
の
ん
ぞ
う

と
阿
弥
あ

み

陀
如
来
像

だ
に
ょ
ら
い
ぞ
う

を
描

い
た
鏡
が
一
面
ず
つ
伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
同
じ

こ
と
で
す
。

も
ち
ろ
ん
島
根
の
寺
院
に
は
す
ば
ら
し
い
仏
像
が
、
神

社
に
は
神
像
が
そ
れ
ぞ
れ
数
多
く
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
の
像
も
、
地
元
の

人
び
と
の
篤あ
つ

い
信
仰
を
長
年
受
け
続
け
て
い
ま
す
。
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